
 

国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 
 

２０２１年３月１１日 

令和２（2020）年度第６回定例記者会見 

日時： ２０２１年３月１１日（木）１１：００～１２：００ 

場所： 本学事務局３F 大会議室  

 

新型コロナウィルス感染防止対策をし、開催します。 

 

※多数のご参加お待ち申し上げます。 

                ＜本件連絡先＞ 

                総務課広報係 堤・高柳・杉村 

TEL:0532-44-6506 FAX:0532-44-6509 

＜記者会見項目予定＞ 

① 湖西市における企業シャトル BaaS 事業実証実験について 

 ～企業シャトルバスを市民の移動手段に用いる新たな公共交通システムの構築～ 

 【建築・都市システム学系 准教授 杉木 直】（別紙１参照） 

② イオンで測るナノの世界 

 ～JST 創発的研究支援事業「極希薄濃度場におけるイオン種の識別」～ 

 【機械工学系 教授 土井 謙太郎】（別紙２参照） 

③ 人工知能による画像診断が医療現場を変える 

 ～深層学習を用いた非侵襲的検査での病症の推定～ 

 【情報・知能工学系 助教 浅川 徹也】（別紙３参照） 

④ダイバーシティ推進本部からの活動報告 

 ☆女子学生との活動 

 ☆ダイバーシティ環境整備 

 【ダイバーシティ推進本部 本部長/教授 中野 裕美】（別紙４参照） 

⑤ 文部科学省研究大学強化促進事業 第 7 回豊橋技術科学大学シンポジウム 

 AI・IoT で加速する未来社会 

 ～コロナ禍への挑戦！ 持続可能な地域社会を創るイノベーション～ 開催のお知らせ 

 【研究推進アドミニストレーションセンター】（別紙５参照） 
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＜別紙１＞ 
   国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

 

２０２１年３月１１日 

 
 

＜概要＞ 

湖西市、MONET Technologies㈱、あいおいニッセイ同和損害保険㈱、豊橋技術科学大

学都市交通システム研究室が連携し、湖西市内企業のシャトルバスを活用した移動サービ

スの提供に係る実証実験を行いました。杉木 直准教授 都市交通システム研究室では、実

証実験の実施と並行して、このような移動サービスの地域への受容性や、公共交通分担率

の変化などに関する調査・分析を実施し、効果の検証や課題の把握を行いました。 
 

＜詳細＞ 

他の地方都市と同様に静岡県湖西市では深刻な高齢化社会を迎えようとしていますが、

市民の自動車依存率は高くなっています。公共交通のサービスレベルが低いため、高齢者

においてもその状況は変わらず、外出できない高齢者の増加や、高齢ドライバーによる事

故増加などが懸念されています。また、湖西市では企業集積が進み地域の「稼ぐ力」は強

いのですが、湖西市内での消費行動は少なく、市民は市外で消費する社会構造となってい

ます。このことは、高齢者の免許返納等が進まない要因となりうるものです。以上の課題

の解決にためには、公共交通の充実によって高齢者の移動手段を確保するとともに、外出

機会の回数を増やし湖西市内での消費を促す必要があります。 

そこで、湖西市内企業 10社の協力の下、湖西市、MONET Technologies㈱、あいおいニッ

セイ同和損害保険㈱、豊橋技術科学大学都市交通システム研究室が連携し、企業シャトル

バスを活用した移動サービスである企業シャトル BaaS（BaaS は Bus と MaaS（Mobility as a 

Service）による造語）の提供に係る実証実験を行いました。これは、市町村有償旅客運送

制度により企業シャトルバスで地域住民を運送する全国初の先進的な取組みです。 

本実験では、企業が運行するシャトルバスを市民が移動の手段として利用すると共に、

MONET Technologies㈱の予約配車システムを活用してデマンド方式による運行を行いまし

た。また、運行時における事故等のリスクに対する備えとして、あいおいニッセイ同和損

害保険㈱が新たな保険商品の開発・提供を行いました。豊橋技術科学大学都市交通システ

ム研究室では、このような移動サービスの地域への受容性や、公共交通分担率の変化など

に関する調査・分析を実施しました。 

実証実験は、2020 年 11 月 30 日から 12月 25 日までの期間に、（株）デンソー湖西製作所

および浜名湖電装（株）の協力の下で実施され、この期間に 132 人の市民が延べ 249 回、

モニターとしてシャトルバスに乗車し、買い物などの際の移動手段として利用しました。

当初、令和 3年 1月 12 日から 1月 29 日の期間に別の企業 2 社のシャトバスを利用した第 2

期の運行を予定していましたが、こちらはコロナウイルス感染拡大の情勢を踏まえ、残念

湖西市における企業シャトル BaaS 事業実証実験について 
～企業シャトルバスを市民の移動手段に用いる新たな公共交通システムの構築～ 

～ 
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ながら中止となりました。 

豊橋技術科学大学では、この実証実験と並行して、地域住民を対象としたアンケート調

査、モニター利用者を対象としたアンケート調査、普段シャトルバスを利用している各企

業の従業員を対象としたアンケート調査、シャトルバスの運行企業を対象としたヒアリン

グ調査を実施しました。 

これらの調査の結果として、BaaS の導入が高齢者の外出機会や免許返納率の向上につな

がる可能性や、企業の従業員側からの評価としても市民と混乗することに対する抵抗感は

少なく、一定程度の範囲内であれば市民の乗降や生活利便施設への立ち寄りのための迂回

が生じても許容されることがわかりました。また、ドラッグストアやスーパーを回る経路・

ダイヤとするなど、市民の行動ニーズに合致したルート設定やダイヤ設定で経済効果へと

つながる可能性も把握されました。一方で、高齢者の安全な乗降のための補助ステップや

手すり設置の必要性、複数企業の共同運行によるコストの削減、既存の湖西市が運営する

コミュニティバスである「コーちゃんバス」との連携の必要性、操作性の高い予約システ

ムや運行管理システムの必要などの課題も明らかになりました。 

 

＜今後の展望＞ 

次年度以降についても、BaaS 利用者が市内の店舗に立ち寄る機会を増やすための SNS

を活用した消費誘導の仕組みの導入、複数企業による共同運行のよる効率化など、今回

の実証実験では検証できなかった視点を含め、継続的な実証実験を行うとともにその効

果等を調査により検証し、本格的な運行に向けた取り組みを行っていく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関する連絡先 

担   当：建築・都市システム学系准教授 杉木直 TEL：0532-44-6833 

広報担当：総務課広報係 堤・高柳・杉村 TEL:0532-44-6506 

図 1：企業シャトル BaaS 実証実験の状況 
（浜名湖電装便） 
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湖西市における企業シャトルBaaS
事業実証実験について

豊橋技術科学大学
建築・都市システム学系

准教授 杉木 直
e-mail:sugiki@ace.tut.ac.jp

概要

• 湖西市、MONET Technologies㈱、あいおいニッセイ同和損害保
険㈱、豊橋技術科学大学都市交通システム研究室が連携し、
湖西市内企業のシャトルバスを活用した移動サービスの提供に
係る実証実験を行いました。

• 都市交通システム研究室では、実証実験の実施と並行して、こ
のような移動サービスの地域への受容性や、公共交通分担率
の変化などに関する調査・分析を実施し、効果の検証や課題の
把握を行いました。

湖西市企業シャトルBaaS事業実証実験
企業シャトルバスを市民の移動手段に用いる新たな公共交通システム
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背景

• 湖西市は、深刻な高齢化
社会を迎えようとしている
にもかかわらず、市民の自
動車依存率が高い地域。

• 公共交通のサービスレベ
ルが低いため、高齢者にお
いてもその状況は変わらず、
外出できない高齢者の増
加や、高齢ドライバーによ
る事故増加などが懸念。

背景

• 企業集積が進み地域
の「稼ぐ力」は強いが、
湖西市内での消費行
動は少なく、市民は市
外で消費する社会構
造となっており、高齢
者の免許返納等が進
まない要因になってい
る。
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本実証実験の目的

企業シャトルBaaS 
：BaaS= Bus + MaaS (Mobility as a Service)による造語

• 市町村有償旅客運送制度により企業シャトルバスで地域住民
を運送する全国初の先進的な取組み

• 利用モニターによる予約配車システムを活用したデマンド方式
による運行

• 運行時における事故等のリスクに対する備えとしての新たな保
険商品の開発・提供

• 移動サービスの地域への受容性や、公共交通分担率の変化
などに関する調査・分析の実施

実施体制

湖西市
地域公共交通会議

MONET
Technologies㈱ あいおいニッセイ

同和損害保険㈱

豊橋技術科学大学
都市交通システム

研究室

湖西市企業シャトルBaaS研究会
参加企業10社

協力

予約配車システム
の提供

保険商品の
開発・提供

各種調査による
効果や課題の検証

うち２社が実証実験時の
シャトルバス運行を実施
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実証実験の状況

• 実証実験期間：2020年11月30日～12月25日

• 協力企業：（株）デンソー湖西製作所、浜名湖電装（株）

• 運行ルート

• 当初、2020年1月12日～1月29日に別の企業2社による第2期の運
行を予定したが、コロナウイルス感染拡大の情勢を踏まえて中止

定路線型

：普段運行しているルート

定路迂回ルート型

：予約によって迂回ルートへ
変更されるルート

BaaS実証実験の状況

浜名湖電装便

デンソー湖西
製作所便

• 利用車両
：トヨタ コースター20人乗り）

• 利用状況

浜名湖電装便

デンソー湖西
製作所便

モニター登録：132人
利用者延べ人数：249人 7



アンケート・ヒアリング調査

項目
①地域住民

アンケート調査
②モニター利用者

アンケート調査
③企業シャトルバス

利用者アンケート調査
④企業シャトルバス
運行企業ヒアリング調査

対象

湖西市在住の高齢
者を含む世帯の世
帯構成員

BaaS利用者モニター 企業シャトルバス利用者
：通勤者、事業所間の移
動利用者

BaaS研究会所属企業10社
：企業担当者、シャトルバス
運行管理者、運転手

方法

郵送配布・郵送回
収形式

高齢者：対面アンケート、
老人会等を通じた調査
票配布・回収

一般：Webアンケート形式
（登録メールへのアン

ケート配信）

配布・回収形式，
Webアンケート形式
（企業へのアンケート依
頼）

対面形式ヒアリング

• 実証実験と並行してアンケート調査、ヒアリング調査を実施し

・BaaSサービスモデルの検証

・高齢者の移動に与える影響

・地域経済への波及効果の可能性

の視点から効果や問題点を把握

BaaSサービスモデルの検証

• BaaSへの期待

実験開始前は利用者の要望に対し「（要望に）応えてくれる」とする期待度は低
い傾向にあったが、実験利用後は「役に立つ」と期待度が高くなっている。
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BaaSサービスモデルの検証

• 混乗への抵抗感

モニター利用者、企業シャトルバス利用者ともに、「混乗に抵抗を感じる」・「気に
なる」「混乗してほしくない」と回答した人は少なく、混乗への受容性は高い。

高齢者の移動に与える影響

• 外出機会増加の可能性

外出機会が増えると考える人の割合は、モニター利用者の方が地域住民より約
2割程度多く、わからないという回答が減少。モニター乗車体験により、BaaS導
入後の外出機会拡大が想定できたことが考えられる。
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高齢者の移動に与える影響

• 免許返納の可能性

免許返納に対しては、モニター利用者にくらべ地域住民が返納に対しネガティブで
ある。モニター乗車体験により返納できることを確認できた方が多い可能性がある。

地域経済への波及効果の可能性
• 市民の行動ニーズに合致した

ルート設定やダイヤ設定により
経済効果へとつながる可能性

• SNS等を活用した情報発信や、
商業施設等との連携

パレマルシェ
（スーパー）

杏林堂
コメリウェルシア

デンソー湖西製作所

デンソー
豊橋東製作所

14:14

14:07

13:15

13:21

往路便
復路便

14:1013:18
スーパーやドラッグストアでの

30～40分の買い物の後で
復路便に乗車可能
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BaaSシステムの問題点の把握

• 高齢者の安全な乗降のための補助ステッ
プや手すり設置

• 複数企業の共同運行によるコストの削減

• 湖西市が運営するコミュニティバス「コー
ちゃんバス」との連携

• 操作性の高い予約システムや運行管理シ
ステム

今後の展望

• SNSを活用した消費誘導の仕組みの導入

• 複数企業の共同運行による効率化

次年度以降の継続的な実証実験の実施

• サービスパターンによる需要予測

• 交通手段転換、免許返納等の定量的な評価

研究機関の立場から、以下の項目などについて支援
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＜別紙２＞ 
   国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

 

２０２１年３月１１日 

 

 

＜概要＞ 

豊橋技術科学大学機械工学系 土井謙太郎教授が、科学技術振興機構（JST）の創発的研

究支援事業に採択されました。研究課題は「極希薄濃度場におけるイオン種の識別」で、

これまでに培ってきたイオンで測る技術を極め、ナノスケールの微小空間におけるイオン

計測技術の開発を行います。小さく狭い空間で起こる少数イオンの動きを正確に捉えるこ

とで、ウィルス等の微小粒子の識別や環境測定に貢献する技術の確立を目指していきます。 
 
＜詳細＞ 

このたび、科学技術振興機構（JST）の創発的研究支援事業、破壊的イノベーションにつ

ながるシーズを創出する潜在性をもった科学技術に関する研究分野を対象とした挑戦的・

独創的な研究提案のひとつに、本学機械工学系の土井謙太郎教授の課題が採択されました。 
本事業は若手を中心とした多様な研究者による自由で挑戦的な研究を支援する取組で、

2537 件の応募があった中、252 件が採択されました。2021 年度から 3 年間のフェーズ 1 が

スタートし、さらにステージゲート審査を通過した場合には、フェーズ 2 として 4 年間の

継続支援が行われ、計 7 年間という長期的な研究支援が行われます（最長 10 年まで延長可

能）。 
土井教授の具体的な研究提案として、液体中のイオンの運動を正確に捉えることにより、

極希薄な環境または微小空間における少数イオンの濃度測定を実現し、液中に分散する分

子やウィルスなどの検体識別や環境測定技術の確立につながる挑戦的な研究を行います。

土井教授らはこれまでに、シリコンウェハーやガラス基板に微細加工を施したマイクロ・

ナノ流路を用いて、液中に分散する微小粒子の輸送や高精度の電気検出手法について研究

を行ってきており、大きさがウィルスと同程度で直径数 100 nm の粒子の電気検出を可能と

しています。このような粒子検出手法はコールターカウンターとして知られてきましたが、

最近では、ウィルスや分子の検出と識別を目標とした研究開発が盛んに行われています。

液中におけるそれら検体とイオンの動きを電気的に計測することにより、今後は物質を正

確に識別できるようになると考えています。 
 
＜今後の展望＞ 

本研究の要となるナノスケールの空間を作製するためには微細加工技術が必要とな

りますが、本学エレクトロニクス先端融合研究所の微細加工装置群を使用し、また、所

属する専門の技術スタッフからアドバイスを得ることで、特に作製が困難なナノメート

ルスケールの微細加工の全工程を一施設内で円滑に進めることができます。そのような

ナノ空間を用いて高感度な電流計測を実現することで、少数イオンの運動を理解し、新

しい応用技術への展開が期待されます。 
 

＜外部資金情報＞ 

科学技術振興機構 創発的研究支援事業 

本件に関する連絡先 

担    当：機械工学系教授 土井謙太郎   TEL:0532-44-6666 

広報担当：総務課広報係 堤・高柳・杉村 TEL:0532-44-6506 

イオンで測るナノの世界 
～JST 創発的研究支援事業「極希薄濃度場におけるイオン種の識別」～ 

～ 
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土井 謙太郎

機械工学系 環境熱流体工学研究室

イオンで測るナノの世界

JST創発的研究支援事業
「極希薄濃度場におけるイオン種の識別」

1

はじめに

本研究課題は，2021年度よりはじまるJSTの創発的
研究支援事業の支援を受けて行われるものです。

創発的研究支援事業は，特定の課題や短期目標を設定せず，多様性と融合によっ
て破壊的イノベーションにつながるシーズの創出を目指す「創発的研究」を推進する
ため，既存の枠組みにとらわれない自由で挑戦的・融合的な多様な研究を，研究者
が研究に専念できる環境を確保しつつ原則7年間（途中ステージゲート審査を挟む，
最大10年間）にわたり長期的に支援するものです．（JST HPより）

2

13



本研究課題の基盤技術と目的

少数イオンの動きを計測し，検体識別や液体環境測定を実現

微小粒子の電気検出

新しい電位計測と濃度測定手法

微小イオン電流計測技術

10 mm

ガラスに施した
微細加工

検査部のナノ流路

マイクロ・ナノ流路
デバイス

マイクロ・ナノ流路の微細加工

3

髪の毛の断面程度の大きさ

検査部

マイクロ・ナノ流路による粒子検出

一定電流条件下で，直径500nmのポリスチレン（
PS）粒子が流路内部に設置されたオリフィスを通
過するときの電流値の変化（抵抗バルス）を計測．

Ø500 nm PS particles

1粒子の
イオン電流
抵抗パルス

≈ 500 pA

微小粒子を検出するコールターカウンター

イオン電流に含まれる検体の情報は？
ナノ流路内部のイオン濃度場は？

粒子がオリフィスを通過=抵抗パルス

微粒子の電流検出

4
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マイクロ・ナノ流路の作製

微細加工設備

豊橋技術科学大学エレクトロニ
クス先端融合研究所の微細加
工設備を利用することが可能

デバイスの試作を開始（線幅
300 nmの流路を作製中）
微小電流計測系の構築を開始

微細加工により作製するナノ流路の一例

5

なぜ微小電流なのか？

一般に，液体中では陽イオンと陰イオンが同数個
存在する電気的中性条件の成立が常識とされる．

微小空間における極希薄な環境では？

イオン電流により液体を駆動
流体の駆動に必要なK+イオンは10−11 M
程度と見積もられる．希薄なのか陰陽イオ
ンの微小な差なのか？

狭い範囲では、必ずしも
電気的に中性ではない？

ウィルスや生体分子の識別につながる可能性

6
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まとめと将来展望

力学的視点から
極希薄なイオン濃度場の測定

イオン種を識別した濃度測定

環境，エネルギー，医療技術に関わる
ナノスケールのイオン計測技術

・各種イオンの濃度測定
・水質・食品検査
・ウィルス検出・識別
・エネルギー変換，電池技術

7
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＜別紙３＞ 
国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

 

２０２１年３月１１日 

 

 

＜概要＞ 

豊橋技術科学大学情報・知能工学系 浅川徹也助教の研究チームは、結核患者の 3D 胸

部 CT 画像からの 6 つの病症（左肺の影響、右肺の影響、左肺の空洞、右肺の空洞、左胸

膜炎、右胸膜炎）をマルチラベル（複数個）問題として正確に推定しました。結核患者の

3D 胸部 CT データから多角的に肺のみ（空間、脂肪、骨などを除く）の 2D 画像データを

抽出し、深層学習を用いてマルチラベル推定を行いました。これにより、人工知能による

画像診断を用いて必要な治療や特効薬の開発が進み、患者の死を未然に防ぐことが可能で

す。 
 

＜詳細＞ 

近年、様々なウィルス（結核、COVID-19、インフルエンザなど）の蔓延に伴い、医療従

事者は患者に対して必要な治療を行っています。しかしながら、病気を早期に特定するこ

とは難しいのが現状です。早期診断を行うことで必要な治療を行い、特効薬の開発や、患

者の死を防ぐことが可能であると考えられています。また近年、医療画像分析の研究分野

において、多くの研究者が医療画像診断技術の向上に注力しています。 

しかし、これまでの画像診断の研究は、胸部 CT画像、検診マンモグラフィ、頭部 CT画

像を用いた「正常」か「異常」かの 2次分類のみの診断で、病症判定などには用いられて

おらず、さらにマルチラベルでの画像診断推定は行っていないという問題がありました。 

そこで我々は、結核の患者の 3 次元胸部 CT 画像から、マルチラベル問題として、結核

における左右の肺におけるウィルスの影響を多角的に評価し推定しました。 

「本手法はデータを多角的に抽出するだけでなく、マスクをして空間、脂肪、骨などを

除いた肺のみの画像を抽出しました。また、この画像を教師データとして、未知データを

使い判別評価を行いました。これは ImageCLEF（the cross-language image retrieval lab 

of Cross Language Evaluation Forum）という海外でのコンペティションのタスクの 1つ

であり、ここで精度を世界中のグループで競い合いました。結果、約 75％と世界 5 位の精

度を出すことができました。」と浅川助教は説明します。 

 

＜開発秘話＞ 

浅川助教は「このアイデアは、2020 年 4月の緊急事態宣言下で閃きました。具体的には

在宅勤務や巣ごもり中に、毎朝ブロックチーズを切って食べていました。その時、1 つの

方向だけでなく多角的に切っても成分は一緒ではないかと思いつきました。そして、3 次

元 CT 画像を輪切りのみの抽出だけでなく、そのほかの縦方向、横方向でも抽出してみま

した。調べてみると、他に多角的に評価する研究はなく、これに新たな発見があることに

驚きました。」 

 

 

人工知能による画像診断が医療現場を変える 
～深層学習を用いた非侵襲的検査での病症の推定～ 
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＜今後の展望＞  

本研究では、以下の点が期待されます。 

1. 新型コロナウィルスに代表されるウィルス感染検査などには、直接抗原検出法など検査

から結果までに時間を要します。患者がその間に外出などをしてしまうと、二次感染だけで

なく、三次、四次となる可能性があります。本研究では、診断画像のみで病症判定をするこ

とが可能であると考えています。また、今後発生するであろう未知なるウィルス感染を防ぐ

ことが期待できると考えています。 

2. 遠隔医療の現場において、僻地では電話やテレビ電話を用いた患者との対話のみで、診

察をせざるを得ない現状があります。本研究の応用例として、医師と患者がオンラインによ

る動画表示画面を共有しながら、様々な質問等で非侵襲的検査から、病症の推定をし、病症

の進行度合いを予測できると期待しています。 

 

＜論文情報＞ 

Tetsuya Asakawa and Masaki Aono (2020). ImageCLEF 2020: Deep Learning for 
Tuberculosis in Chest CT Image Analysis based on multi-axis projections. CLEF 2020 
LNCS Springer Proceedings. 
浅川徹也 青野雅樹 (2021). 深層学習を用いた結核患者の胸部 CT画像によるマルチラベ

ル・マルチアクシスでの病症推定, 医用画像情報学会. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関する連絡先 

広報担当：総務課広報係 堤・高柳・杉村 TEL:0532-44-6506 

図１：スライス画像抽出 
患者の 3D 胸部 CT データ（入力データ）から

x，y，z 軸に沿って 2D 画像を抽出 

図２：マルチラベル判別の提案モデル 
マルチラベル問題を解決するために画像から

特徴量抽出するための提案モデル 
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人工知能による画像診断が
医療現場を変える

豊橋技術科学大学

情報・知能工学系

助教 浅川徹也

e-mail: asakawa@kde.cs.tut.ac.jp

本研究の概要

本研究では、結核患者の3D胸部CT画像からの6つの病症（左肺の
影響、右肺の影響、左肺の空洞、右肺の空洞、左胸膜炎、右胸膜
炎）をマルチラベル（複数個）問題として正確に推定しました。結核患
者の3D胸部CTデータから多角的に肺のみ（空間、脂肪、骨などを除
く）の2D画像データを抽出し、深層学習を用いてマルチラベル推定を
行いました。これにより、人工知能による画像診断を用いて必要な治
療や特効薬の開発が進み、患者の死を未然に防ぐことが可能です。

人工知能による画像診断が医療現場を変える 
～深層学習を用いた非侵襲的検査での病症の推定～
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研究背景
様々なウィルスの蔓延

病気を早期に特定する

特効薬の開発

患者の死を防ぐ

→ 医療画像診断が必須

Tuberculosis COVID-19 Influenza

画像診断における先行研究
これまでの画像診断技術

胸部CTデータから癌の予測

検診マンモグラフィから癌の予測

頭部CT画像から脳出血診断の予測

先行研究の問題点

正常か、異常かのみの２次分類のみ

複数ラベルでは行っていない

３次元画像を多角的に評価していない
20



本研究での目的
結核患者の3次元胸部CT画像から肺CTデータ
を用いたマルチラベル、マルチアクシスでの
判別評価

左肺の影響

右肺の影響

左肺の空洞

右肺の空洞

左胸膜炎

右胸膜炎

本研究のねらい
マスクをして空間、脂肪、骨などを除いた肺のみ
の画像を抽出

教師データ、未知データを使い判別評価

ImageCLEF（the cross-language image retrieval lab of 
Cross Language Evaluation Forum）という海外でのコンペ
ティションのタスクの1つ

精度を世界中のグループで競い合い
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本研究の手法
スライスの画像抽出

患者の3D胸部CTデータからx，y，z軸に沿って2D画像を抽出

しかし、スライスには
空間、皮膚、脂肪、骨などの
余分な情報が含まれている

本研究の手法
マスク画像を適用したスライスの画像抽出
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本研究の手法
マルチラベル判別の提案モデル

マルチラベル問題を解決するために画像から特徴量
抽出するための提案モデル

ImageCLEF2020の結果

世界5位を獲得
↙
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本研究のまとめ

-考察
結核患者の胸部CT画像によるマルチラベル・マルチアクシスを
用いて病症を正確に推定
結核での複数の異なるタイプの病症を同時に引き起こしてい
た。

-まとめ
任意のCTまたはX線画像が与えられると、ニューラルネットワー
クに最適な重みに含まれ画像診断技術の一つになる。
提案されたモデルが、様々なウイルスや未知の病気の早期発
見につながる。

今後の展望
今後発生するであろう未知ウィルス感染を防ぐ

直接抗原検出法など検査から結果までに
時間を要す

二次、三次、四次感染となる可能性

診断画像のみで病症判定

遠隔医療

医師と患者がオンラインによる動画表示画面
を共有

検査画像から病症推定や進行度合いを予測 24



＜別紙４＞ 
 国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

 

２０２１年３月１１日 

 

 
 

１．女子学生との活動  

本学教職員の経験者談やメッセージを集めた冊子「育児・介護のための応援メッセージ」と
EQUAL 宣言ポスタ－を女子学生特別支援制度の学生と作成しました。また、豊橋市役所や他
大学と協力して、リケジョを増やすための取組を行っています。 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

  「育児・介護のための応援メッセージ」      「ＥＱＵＡＬ宣言ポスター」  

 
２．ダイバーシティ環境整備 

だれもが学びやすく働きやすいキャンパスを目指し、環境整備を進めています。 

① みんなのトイレ  

男女関係なく、また障がいを持った方も使えるトイレを、今年度中新たに 4 か所整備。 

② 学長と教職員との懇談会 

女性研究者との懇談会、事務職員との懇談会、教員との懇談会を開催し、出された意見は

ＰＤＣＡサイクルで改善。 

③ テレワーク制度 

新型コロナウイルス対策として、在宅勤務制度を職員にも導入。 

(2019 年度から教員にはすでに導入している) 

全教職員を対象とした在宅勤務アンケートを実施し、効果と課題等について意見収集。 

④ くるみんマーク 

２０２２年度の取得を目指し、申請準備開始。 

  

 

 

 

ダイバーシティ推進本部からの活動報告 
☆女子学生との活動 

☆ダイバーシティ環境整備 
 

担当者 ダイバーシティ推進本部 事務局 與語・松原・土屋 TEL:0532-44-6512 

【ダイバーシティ推進本部 ＵＲＬ】  http://www.equal.tut.ac.jp/ 

広報担当：総務課広報係 堤・髙柳・杉村 TEL:0532-44-6506 
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1

豊橋技術科学大学

ダイバーシティ推進本部長

中野裕美

ダイバーシティ推進本部の活動

内容

☆女子学生との活動
育児・介護のための応援メッセージ集

☆ダイバーシティ環境整備
・みんなのトイレの整備
・テレワーク制度の整備
・くるみんマークを申請(2022年4月以降）

2
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育児・介護のためのメッセージ集

3

2月1日に完成 全国の関係部署に配布

最近の男性育児休業取得者

２０１８年 職員 ２名 教員 １名

２０１９年 職員 １名 教員 １名

２０２０年 職員 1名

介護休業取得者

２０２０年 職員１名

女子学生特別支援奨学生 14名

ダイバーシティ推進宣言

4

基本理念
豊橋技術科学大学は、修学、教育・研究および大学運営等あらゆる
場面において、互いを尊重し、多様な人材の個性と能力を、いきい
きと発揮できるキャンパスを実現するため、
「豊橋技術科学大学 EQUAL」を掲げてここにダイバーシティ推
進を宣言します。

Equity 多様性を認め、受け入れ、活かすキャンパス

Quality 人材育成による、しなやかで質の高いキャンパス

Unity 多様な人材が連帯感をもって機能するキャンパス

Academics 学識豊かな世界に開かれたキャンパス

Learning 誰もが学びやすく、働きやすいキャンパス

27



EQAUL 宣言 ポスター

5

リケジョを増やす取り組み

6

28



内容

☆女子学生との活動
育児・介護のための応援メッセージ集

☆ダイバーシティ環境整備
・みんなのトイレの整備
・テレワーク制度の整備
・くるみんマークを申請(2022年4月以降）

7

安心できる環境づくり

・みんなのトイレ
・トイレ整備 （おむつ台設置）

・授乳、休憩ルーム

・女子更衣室

・多目的ルーム（学会時託児ルーム）

・女子学生宿舎

8

授乳・休憩室 更衣室 女子学生宿舎

みんなのトイレ
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学長との懇談会
1月19日
障がいのある学生やメンタルケアの必要な学生を指導する教員が集まっ
て意見交換会

9

テレワーク制度

• 教員は2019年からテレワークを導入
• コロナ対応で全職員に制度を拡大

10
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くるみん認定マーク

• 2019年度~2021年度

• 行動計画終了時 2022
年4月以降

• 現状、認定基準１０を満
たす

11

ダイバーシティ推進に向けて

• より働きやすく学びやすい職場環境のため、

学内の意識や風土改革のための活動をします。

• ダイバーシティ推進のための活動を地域や他大学と

連携しながら積極的に行っていきます。

• ダイバーシティ推進のために、関連する情報を提供し

「見える化」を行います。

12
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＜別紙５＞
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